


施設名  福島第一原子力発電所
運転状況

発電所合計 １号機 ２号機 ３号機 ４号機 ５号機 ６号機

     　　　電 気 出 力  － MW  － MW  － MW  － MW  － MW  － MW  － MW

     　　　発電電力量        － MWh － MWh － MWh － MWh － MWh － MWh － MWh

     　　　設備利用率        － ％ － ％ － ％ － ％ － ％ － ％ － ％

    　　　 運転状況

Ⅰ．放　射　線　業　務　従　事　者　線　量　関　係

１．年度の放射線業務従事者線量

線　　量　　分　　布　　（人）

 5mSv以下  5mSvを超え 10mSvを超え 15mSvを超え 20mSvを超え 25mSvを超え 30mSvを超え 35mSvを超え
10mSv以下 15mSv以下 20mSv以下 25mSv以下 30mSv以下 35mSv以下 40mSv以下

社　　員 1,459 158 52 8 5 6 0 0

その他 12,673 2,774 1,661 938 356 280 199 161

合　　計 14,132 2,932 1,713 946 361 286 199 161

（続き）

線　量　分　布　（人） 総線量 平均線量 最大線量
40mSvを超え 45mSvを超え  50mSvを超える 合　 計 (人・Ｓｖ) （ｍＳｖ） （ｍＳｖ）
45mSv以下 50mSv以下

社　　員 0 0 0 1,688 3.88 2.3 29.50

その他 0 0 0 19,042 100.67 5.3 39.85

合　　計 0 0 0 20,730 104.55 5.0

２．平成１３年４月１日を始期とする５年間ごとの線量が100mSvを超えた者

    　　　 0 （人）
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平成２４年４月１９日をもって廃止 平成２６年１月３１日をもって廃止



３．女子（妊娠不能と診断された者，妊娠の意思のない旨を事業者等に書面で申し出た者

  及び妊娠中の者を除く）の放射線業務従事者の線量

線　　量　　分　　布　　（人） 総線量 平均線量 最大線量

1mSv以下 1mSvを超え 2mSvを超え 5mSvを超える (人・Ｓｖ) （ｍＳｖ） （ｍＳｖ）
2mSv以下 5mSv以下  

社 　員 10 0 0 0 0.00 0.1 0.60

第１四半期 その他 0 0 0 0 ー ー ー

合　 計 10 0 0 0 0.00 0.1

社 　員 11 0 0 0 0.00 0.1 0.50

第２四半期 その他 4 0 0 0 X X X

合　 計 15 0 0 0 0.00 0.0

社 　員 20 0 0 0 0.00 0.0 0.73

第３四半期 その他 9 0 0 0 0.00 0.0 0.10

合　 計 29 0 0 0 0.00 0.0

社 　員 11 0 0 0 0.00 0.1 0.40

第４四半期 その他 16 0 0 0 0.00 0.0 0.25

合　 計 27 0 0 0 0.00 0.0

４．妊娠中の女子の放射線業務従事者において線量限度を超えた者

　(1) 腹部表面の等価線量が２mSvを超えた者 - 　(人)

　(2) 内部被ばくによる実効線量が１mSvを超えた者 - 　(人)
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Ⅱ．　廃　　棄　　物　　関　　係

１．放射性気体廃棄物の放出量

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        （単位：Bq）
全希ガス 　

１３１
Ｉ 全粒子状物質  ３

Ｈ 備　　考

ND ND ND 2.0×10
11

排
気
筒
別
内
訳

５,６号機共用排気筒 ND ND ND 2.0×10
11

年間放出管理目標値 2.8×10
15

1.4×10
11
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※排気筒内訳に示す排気筒の合計を示す。
　　なお、その他東日本大震災の影響により排気口又は排気監視設備で測定出来ない箇所については，各号機からの追加的放出量を測定し，
　　１号機～４号機の放出量の合計は，年間約８７６億Bqと評価している。

原子炉施設合計
※ 放射性気体廃棄物の放出放射能（Bq）は、排気中

の放射性物質の濃度（Bq／ｃｍ３）に排気量（ｃｍ３）

を乗じて求めている。

なお、放出放射能濃度が検出限界未満の場合は

NDと表示した。

検出限界濃度は以下のとおり。

全希ガス：２×１０－２（Bq／ｃｍ３）以下
１３１Ｉ：７×１０－９（Bq／ｃｍ３）以下

全粒子状物質：３×１０－７（Bq／ｃｍ３）以下

（１３７Cｓで代表した）



２．放射性液体廃棄物の放出量

（単位：Bq）

　全核種 核　　種　　別

( 
３
Hを除く)

５１
Cr

５４
Mn

５９
Fe

５８
Co

６０
Co

１３１
I

原子炉施設合計 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし

１号機排水口 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし

２号機排水口 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし

３号機排水口 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし

４号機排水口 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし

５号機排水口 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし

６号機排水口 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし

年間放出管理目標値
※

7.4×10
10

（続き）

核　　種　　別 ３
Ｈ 備     考

１３４
Cs

１３７
Cs その他

原子炉施設合計 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし

１号機排水口 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし

２号機排水口 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし

３号機排水口 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし

４号機排水口 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし

５号機排水口 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし

６号機排水口 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし

年間放出管理目標値
※
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排
水
口
別
内
訳

排
水
口
別
内
訳

※　5号機排水口および6号機排水口の放出管理目標値を示す。
　　　なお、現在、実施計画において1号機排水口～4号機排水口は放出箇所として設定されていない。



３．放射性固体廃棄物等の発生量及び保管量

（１）固体廃棄物貯蔵庫

固体廃棄物貯蔵庫

ドラム缶  その他 合　　計 備  考

均質固化体 充填固化体 雑　固　体

当該年度の発生量 0本 0本 0本 0本相当 0本相当

当該年度の減少量 0本 0本 0本 0本相当 0本相当

施設内減量 0本 0本 0本 0本相当 0本相当

施設外減量 0本 0本 0本 0本相当 0本相当

年度末保管量 14,947本 2,925本 157,789本 10,155本相当 185,816本相当

貯蔵設備容量 284,500本相当

（２）その他の設備

サイトバンカ

 制御棒 チャンネル ヒューエル 中性子検出器 その他 ｲｵﾝ交換樹脂 造粒固化体 備　考

ボックス サポート

当該年度の発生量 0本 0本 0本 0本 0m
3

4m
3

0m
3

当該年度の減少量 0本 0本 0本 0本 0m
3

0m
3

0m
3

施設内減量 0本 0本 0本 0本 0m
3

0m
3

0m
3

施設外減量 0本 0本 0本 0本 0m
3

0m
3

0m
3

年度末保管量 1,167本 9,818本 3本 1,137本 193ｍ
3

2,378m
3

1,148m
3
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タンク等

平成27年度の放射線業務従
事者線量等報告書から，従
来平成22年度第3四半期迄と
していた保管量を，平成23年
3月10日迄の値に見直した。



（３）使用済制御棒等の保管量

　　　　　　　　使用済燃料プール

制御棒 ﾁｬﾝﾈﾙ ポイズン ヒューエル 中性子 備考
ﾎﾞｯｸｽ カーテン サポート 検出器

当該年度の発生量 0本 0本 0本 0本 0本

当該年度の減少量 0本 0本 0本 0本 0本

施設内減量 0本 0本 0本 0本 0本

施設外減量 0本 0本 0本 0本 0本

年度末保管量        281本 10,732本 173本 54本 375本

(４) 日本原燃㈱低レベル放射性廃棄物埋設センターへの放射性固体廃棄物の搬出量

均質固化体 充填固化体 合計

搬  出  量 0本 0本 0本

累積搬出量 59,694本 31,704本 91,398本
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Ⅲ．一般公衆の実効線量の評価

１．放射性気体廃棄物による実効線量

周辺監視区域外における最大線量 排気筒からの方位及び距離

放射性希ガスによる
 - 　※1　　　　　　　　  　　　　　　μＳｖ／年   方位　　　　　－ 　距離　  　　　－

実効線量 線量目標値評価地点における最大線量 排気筒からの方位及び距離

  -　※1　　　　　　　　  　　　　　　μＳｖ／年   方位　　　　　－ 　距離　  　　　－

放射性よう素による
線量目標値評価地点における最大線量

実効線量  -  ※1                               μＳｖ/年

敷地境界における最大線量 排気筒からの方位及び距離

放射性セシウムによる実効線量 ３０ 　　　　　　　　  　　　　　　μＳｖ／年   方位　　　　　南 　距離　  　　1340m　

２．放射性液体廃棄物等による実効線量

放射性液体廃棄物等
による実効線量

   ＜１  　　　　　　　　  　　　　　　   μＳｖ／年
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※1 敷地境界と１・２号共用排気筒を基準とした１６方位の各交点（陸側）のうち，１～４号機からの追加的放出量による最大濃度地点の実効線量は以下の通りであ

る。なお，対象核種は，
１３４

Ｃｓと
１３７

Ｃｓである。



＜参考＞瓦礫等の保管状況

（平成２７年３月末現在）

種類 保管場所
※２ 保管方法

Ｂ 屋外集積 0 ｍ
３ 0 ｍ

３ 5,300 ｍ
３

Ｃ 屋外集積 19,500 ｍ
３ 55,600 ｍ

３ 67,000 ｍ
３

Ｆ２ 屋外集積 4,100 ｍ
３ 4,100 ｍ

３ 7,500 ｍ
３

Ｊ 屋外集積 2,100 ｍ
３ 4,700 ｍ

３ 4,800 ｍ
３

Ｎ 屋外集積 0 ｍ
３ 0 ｍ

３ 10,000 ｍ
３

Ｏ 屋外集積 12,500 ｍ
３ 26,200 ｍ

３ 27,500 ｍ
３

Ｐ１ 屋外集積 6,600 ｍ
３ 6,600 ｍ

３ 85,000 ｍ
３

Ｕ 屋外集積 0 ｍ
３ 750 ｍ

３ 750 ｍ
３

Ｄ シート養生 0 ｍ
３ 2,600 ｍ

３ 3,000 ｍ
３

Ｅ１ シート養生 800 ｍ
３ 4,400 ｍ

３ 16,000 ｍ
３

Ｐ２ シート養生 0 ｍ
３ 0 ｍ

３ 9,000 ｍ
３

Ｗ シート養生 6,000 ｍ
３ 21,000 ｍ

３ 29,300 ｍ
３

Ｌ 覆土式一時保管施設 0 ｍ
３ 8,000 ｍ

３ 16,000 ｍ
３

Ａ１ 仮設保管設備 0 ｍ
３ 20 ｍ

３ 2,400 ｍ
３

Ａ２ 仮設保管設備 900 ｍ
３ 3,300 ｍ

３ 4,700 ｍ
３

Ｅ２ 容器 30 ｍ
３ 30 ｍ

３ 1,800 ｍ
３

Ｆ１ 容器 0 ｍ
３ 640 ｍ

３ 650 ｍ
３

Ｑ 容器 100 ｍ
３ 5,700 ｍ

３ 6,100 ｍ
３

固体廃棄物貯蔵庫
（第３～８棟）

容器 1,100 ｍ
３ 5,400 ｍ

３ 15,000 ｍ
３

合計 53,800 ｍ
３ 149,100 ｍ

３ 311,800 ｍ
３

Ｈ 屋外集積 1,500 ｍ
３ 14,600 ｍ

３ 17,700 ｍ
３

Ⅰ 屋外集積 0 ｍ
３ 10,500 ｍ

３ 10,500 ｍ
３

M 屋外集積 6,200 ｍ
３ 38,100 ｍ

３ 45,000 ｍ
３

V 屋外集積 -11,300 ｍ
3 0 ｍ

3 15,000 ｍ
３

Ｇ 伐採木一時保管槽 0 ｍ
３ 7,300 ｍ

３ 27,000 ｍ
３

Ｒ 伐採木一時保管槽 0 ｍ
３ 0 ｍ

３ 6,900 ｍ
３

Ｓ 伐採木一時保管槽 0 ｍ
３ 0 ｍ

３ 11,400 ｍ
３

T 伐採木一時保管槽 4,900 ｍ
3 10,100 ｍ

3 23,100 ｍ
３

合計 1,200 ｍ
３ 80,500 ｍ

３ 156,600 ｍ
３

使用済保護衣等 合計 17,200 ｍ
３ 43,900 ｍ

３ 44,300 ｍ
３

※１　端数処理により，合計値が合わないことがある。

※２　保管場所は保管物の発生量に応じて変動する。

※４　保管場所Ｅ２における汚染水処理設備等で発生した廃棄物の保管量は30m
3
。
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※３　保管場所Ｈ，I，Ｍ及び使用済保護衣等の保管容量は社内管理値。それ以外の保管場所の保管容量は、福島第一原子力発電所特定原子力
　　　 施設に係る実施計画「Ⅲ 特定原子力施設の保安」第３編2.1.1「放射性固体廃棄物等の管理」 表2.1.1-1の値。

保管容量当該期間の増減量
※１

年度末保管量
※１

瓦礫類

伐採木



（平成２７年３月末現在）

保管場所

セシウム吸着装置使用済ベッセル 124 本 598 本

モバイル式処理装置等使用済ベッセル
及びフィルタ類

84 本 100 本

第二セシウム吸着装置使用済ベッセル 24 本 122 本

多核種除去設備処理カラム 2 本 3 本

高性能多核種除去設備使用済ベッセル 30 本 30 本

RO濃縮水処理設備使用済ベッセル 12 本 12 本

多核種除去設備等保管容器 1,021 本 1,276 本 4,192 本

廃スラッジ 廃スラッジ貯蔵施設 0 ｍ
３ 597 ｍ

３ 1,420 ｍ
３

濃縮廃液 濃縮廃液タンク 0 ｍ
３ 9,181 ｍ

３ 20,000 ｍ
３

※１：平成２６年３月２５日～平成２７年４月２日までの発生量
※２：平成２７年４月２日現在の保管量
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＜参考＞水処理二次廃棄物の保管状況

保管容量

1,592 本

水処理
二次廃棄物

使用済吸着塔
保管施設

種類 発生量
※１

363 本

保管量
※２



＜参考＞滞留水の貯蔵状況

（平成２７年３月末現在）

（１）建屋内滞留水貯蔵量
※１

貯蔵量 約 13,700 ｍ
３ 約 16,500 ｍ

３ 約 19,200 ｍ
３ 約 16,200 ｍ

３ 約 15,120 ｍ
３ 約 2,850 ｍ

３

（２）１～４号機タンク貯蔵量
※１，２

増減量
※３ -259,127 ｍ

３ -6,199 ｍ
３ 300,654 ｍ

３ 146,938 ｍ
３

貯蔵量
※４ 85,924 ｍ

３ 18,832 ｍ
３ 367,811 ｍ

３ 146,938 ｍ
３

貯蔵容量
※５，６ 247,100 ｍ

３ 27,500 ｍ
３ 413,400 ｍ

３ 179,500 ｍ
３

貯蔵量 709 ｍ
３ 1,085 ｍ

３

貯蔵容量
※５ 1,200 ｍ

３ 3,100 ｍ
３

（３）５，６号機タンク貯蔵量
※１

貯蔵量 15,037 ｍ
３

貯蔵容量
※５ 16,300 ｍ

３

※１：平成２７年４月２日現在

※２：その他，タンク堰の一時貯留水として，約300m
3
を貯留（平成２７年３月３１日現在）

※３：平成２６年３月２５日と平成２７年４月２日との比較増減量

※４：水移送中の水位は静定しないため参考値扱い

※５：運用上の上限値

※６：地下貯水槽を含まない

※７：ろ過水タンクの貯蔵容量（4,600m
3
）を含む
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廃液供給タンク ＳＰＴ（Ｂ）

Ｆエリアタンク

水種別

濃縮塩水
※７ Sr処理水等淡水 処理水

施設 貯蔵施設

１号機 ２号機 ３号機 ４号機 高温焼却炉建屋プロセス主建屋



＜参考＞地下水バイパスの評価

（単位：Bq）

１３４Cs １３７Cs ９０Ｓｒ ３Ｈ

地下水バイパス ＮＤ ＮＤ ＮＤ 1.6×1010
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核　　種　　別 備     考

排水放射能量（Bq）は，排水中の放射性物質
の濃度（Bq/L）［排水前のタンクの分析結果］
に排水量（L）を乗じて求めている。
90Srは全ベータでの評価値である。
なお，放射性物質の濃度が検出限界未満の

場合はNDと表示する。134Cs,137Csの検出限界
値は1Bq/L未満，全ベータの検出限界値は
5Bq/L未満である。

排水量は，91,201m3である。















令和元年 10 月 3 日 
東京電力ホールディングス株式会社 

福島第一原子力発電所 
 
 

放射線業務従事者線量等報告書の一部訂正について 
 
１．概要 
  当社協力企業において過去の線量評価について誤りがあったことが確認されました。

上記線量評価を基に作成された報告書を確認したところ「放射線業務従事者線量等報告書

（平成２６年度）」の「Ⅰ．放射線業務従事者線量関係」のうち「１．年度の放射線業務従

事者線量」にて、記載に変更が生じることが判明したため報告書の記載を一部訂正させて

いただきます。 
 
２．訂正箇所と発生原因 
 （１）放射線業務従事者線量等報告書（平成２６年度） 
   ①訂正箇所［正誤表参照］ 
     「Ⅰ．放射線業務従事者線量関係」のうち、「１．年度の放射線業務従事者線量」 
    のその他および合計の項目において、線量評価値を修正したことで１名が「５ｍ 

Ｓｖを超え１０ｍＳｖ以下」から「１０ｍＳｖを超え１５ｍＳｖ以下」となった。 
また、同様にその他の項目の総線量（人・Ｓｖ）においても値に変更が生じた。 

   
   ②線量評価に誤りが生じた原因 
     対象企業では部門毎に線量管理体制が異なっており、部門間異動が発生する 

場合は前部門で登録解除後、新部門で再度登録を行う管理としていた。 
     対象者は月途中で部門間異動を行っており、当該月の線量評価は 

「旧部門で従事した期間の線量評価結果」＋「新部門で従事した期間の線量評価

結果」を合算する必要があったが、線量評価者は誤って 
  「旧部門で従事した期間の線量評価結果」＋「旧部門で従事した期間の線量評価 

結果」と、同じ旧部門での評価値を合算し評価していた。 
 
３．再発防止対策 
 （１）適切な線量管理実施の周知 
    他の協力企業に同様の事象が発生しないよう本事象について周知し、的確な線量 

評価及び管理を実施するよう求めた。 
 （２）福島第一原子力発電所にて作業を実施している協力企業全社に対し、同様の事象 

の有無について確認を行い、問題のないことを確認した。 
 

以上 



放射線業務従事者線量等報告書 平成２６年度 正誤表 
訂 正 前 訂 正 後 

 
 
 
 
 

Ⅰ．放　射　線　業　務　従　事　者　線　量　関　係

１．年度の放射線業務従事者線量

線　　量　　分　　布　　（人）
 5mSv以下  5mSvを超え 10mSvを超え 15mSvを超え 20mSvを超え 25mSvを超え 30mSvを超え 35mSvを超え

10mSv以下 15mSv以下 20mSv以下 25mSv以下 30mSv以下 35mSv以下 40mSv以下

社　　員 1,459 158 52 8 5 6 0 0

その他 12,673 2,775 1,660 938 356 280 199 161

合　　計 14,132 2,933 1,712 946 361 286 199 161

（続き）
線　量　分　布　（人） 総線量 平均線量 最大線量

40mSvを超え 45mSvを超え  50mSvを超える 合　 計 (人・Ｓｖ) （ｍＳｖ） （ｍＳｖ）
45mSv以下 50mSv以下

社　　員 0 0 0 1,688 3.88 2.3 29.50

その他 0 0 0 19,042 100.68 5.3 39.85

合　　計 0 0 0 20,730 104.55 5.0

２．平成１３年４月１日を始期とする５年間ごとの線量が100mSvを超えた者

    　　　 0 （人）  

 
 
 
 
 
 

Ⅰ．放　射　線　業　務　従　事　者　線　量　関　係

１．年度の放射線業務従事者線量

線　　量　　分　　布　　（人）
 5mSv以下  5mSvを超え 10mSvを超え 15mSvを超え 20mSvを超え 25mSvを超え 30mSvを超え 35mSvを超え

10mSv以下 15mSv以下 20mSv以下 25mSv以下 30mSv以下 35mSv以下 40mSv以下

社　　員 1,459 158 52 8 5 6 0 0

その他 12,673 2,774 1,661 938 356 280 199 161

合　　計 14,132 2,932 1,713 946 361 286 199 161

（続き）
線　量　分　布　（人） 総線量 平均線量 最大線量

40mSvを超え 45mSvを超え  50mSvを超える 合　 計 (人・Ｓｖ) （ｍＳｖ） （ｍＳｖ）
45mSv以下 50mSv以下

社　　員 0 0 0 1,688 3.88 2.3 29.50

その他 0 0 0 19,042 100.67 5.3 39.85

合　　計 0 0 0 20,730 104.55 5.0

２．平成１３年４月１日を始期とする５年間ごとの線量が100mSvを超えた者

    　　　 0 （人）  

   

 

 部は訂正箇所を示す。 


